
掲載の「わたしのほやねさん」ストーリー
の他、市内に実在する「まちのほやねさん」
を募集します。あなたがこれまでに出会った
ほやねさんを400字程度の紹介文と一緒にお
寄せください。

募 集

■応募方法
住所・氏名またはペンネーム・電話番号を明記し、直接ま
たは郵送、Ｅメールでまちづくり推進課へ。
〒509-5192（住所不要）　  machisui＠city.toki.lg.jp
☎541111（内線186）／ 557763
※応募多数の場合は採用されないことがあります。

「ほやねさん」とは…
つらいときや悩んだとき、そっと寄り添って
「ほやね、ほやね」と話を聞いて、心を支え
てくれる人
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10月１日号の投稿募集
お題は「 旬 」です（１人１句）。
締め切りは９月18日（火）です。

ほやねさんのコーナーに紹介されるエッセイを読んで、私にとってのほやねさんって誰かなぁと考えたとき、ふっと二人の
顔が浮かびました。一人は夫の祖父です。祖父は90歳を過ぎ、グループホームを利用することが多いため、自宅で家族と一緒
に過ごす時間があまりありませんでした。私の息子は祖父にとって初めての内ひ孫でしたので、私は祖父孝行と思い息子を連
れてグループホームをよく訪ねました。祖父はそのたびに、必ず満面の笑みで私たちを迎えてくれました。そのうち、私がそ
の笑顔を見たくてその笑顔に癒されたくて、会いに行っていることに気付いたのです。
もう一人は近所のおばさんです。私が少し咳をしたり風邪気味だったりすると「大丈夫？」「無理するんじゃないよ」と優し

く声を掛けてくれます。元気がないと「頑張れ」と励ましてくれます。
今まで私は、周りの人たちの何気ない優しさに気付かずに
いましたが、どんな時も優しいまなざしと笑顔で迎えてくれ
る人がいること、自分のことを見守ってくれる人が近くにい
ることに気付き、今では「自分は一人じゃない」という安心
と幸せを感じています。あなたの周りにも、あなたにとって
のほやねさんがきっといると思いますよ。

 ペンネーム　Ｙ（土岐津町）
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市市民の皆さんと作るページ

■応募方法
住所・氏名またはペンネームを明記し、直接または郵送、Ｅメー
ルで広報広聴係へ。
〒509-5192（住所不要）　  koho＠city.toki.lg.jp
☎541111（内線185）／ 557763
※応募多数の場合は採用されないことがあります。
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